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『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
第

「
三
経
七
祖
篇
」

巻の
魅
力
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1 

は
じ
め
に

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
〈
聖
典
編

纂
〉
に
お
き
ま
し
て
は
、
『
浄
土
真
宗
聖
典
全

書
』
全
六
巻
（
以
下
、
『
聖
典
全
書
』
）

の
編
纂

事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
度
三
月
に

七tき刊
祖そ 、行

篇本し
」年た
の度第
刊に二
行第巻
を 一 目
予巻の
定目「
しに宗
てあネ旦
いた篇
まる上
す「亡

「－~に
三経；続

経
七
祖
篇
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本

誌
三
月
号
（
二
O
二
一
年
）

に
て
ご
紹
介
し
た

①通
三iり
部ぷで

経？す
とワが
...1--L 

tH；事
聖i長
教1り
のワま
ーす
体と
化

（
一
冊
に

ま
と
め
る
）

だ
い
き
ょ
う
し
よ
う
き
ょ
う
り
守
〈
ろ
ん

②
新
た
に
異
訳
の
大
経
と
小
経
、
略
論
が

編
入

③
最
新
の
評
価
に
基
づ
く
善
本
を
選
定
（
資
料

性
の
保
持
）

④
読
解
の
便
を
重
視
（
テ
キ
ス
ト
性
の
保
持
）

⑤
版
面

・
付
録
の
充
実

⑤
見
聞
き
上
欄
へ
の
連
絡
頁
の
配
備

な
ど
が
、
大
き
な
特
徴
と
い
え
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
う
ち
と
く
に
②
と
④
に
つ
い
て
詳
し
く
ご

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2 

「
三
経
七
祖
篇
」
の
内
容
と
収
録
聖
教

圃
収
録
聖
教
の
概
要

ら
たつ
め z平
副r iE正

会主主
つ比
て己二
み庁、

主政
1 録
ヘ聖
「教
阿 lこ
弥つ
陀い
仏て
のあ

み
教
え
が
説
か
れ
た
根
本
聖
典
の
浄
土
三
部
経

を と
支そ
えの
る異
七t訳
高i<!!_ 

僧t替
の汽
吾ムろ
ロ附ん 、I芝

空！主
が三三
そお
の教
内義
容体
で系

す

ま
す、

大t雇
無む土
量：三

寿i誇
，，~き耳注

~；」

は 5
Uミ It)

って
まみ
でて
もみ

ま
す
と
、



新 たな始まち

？鷲な
三聖く
芸人浄
美の孟
G J 『屯否

教教；去
をあ行5根
顕1ィ舌： 本
さ、 ~~z 所L
は語；依ぇ

の

最寄
巻士モ
」す

親iま

す
な
は
ち
『
大

コ鉦

五量
夏寿

Q.又

と~こ
阿，
弥~
陀ピ
イム す
の L二
本（

嘆註
石み釈
－：版
守 1聖
の典
しミ 』＝

わ

こ
の
経
典
の
開
説
が

釈tれ
首 4が
おん説
’ ヴ日

告れ
宅て
七い

るて

と
が
刀之

さ
れ
て
し、

る

か
ら

「
真
実
の
教
」

て
v' 
ま
す

ま
Tこ

教で

選！ 1~ ~ 
R~~ 品
本日「 ら
願2岱？か
を空宇に
宗｝主Lさ
と’ごさんれ

lま

「
三
経
の
真
実
は
、

す
る
な
り
」

顕
わ

一説室
扇かか釈
/,Vtれ版
~；て聖

い血
『る 」

小法三
経義九
一で二
もは頁
、方す）

隠便Zと

経iあ
とうり、
し、

わ
れ
る

れ
た
面
に

『
大
経
』

と
同
じ
真
実
の
法
義
が
明

か
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い

ま
す
。

東5鷲行
夏か ＼信

慶5証
日Eばー』

域2し ZT二
のい，、高

自市しか己僧

釈｝弐に 2
γ 、 画問

コ 西tで釈

遇ぁ蕃~ ~ モ
ひ口げにイ
カ宝 刀占愚ぐ ・い

九支し某とて
んの ~L.~ は
く聖k釈？ 、
し曲2のー『
て汽ん親教

ま
た
、

い
ま
遇
ふ
こ
と
を
得
た
り
、
聞
き
が
た
く
し
て

す
で
に
聞
く
こ
と
を
得
た
り
」
（
『
註
釈
版
聖
典
』

‘
一
一
一
一
一
一
頁
）
と
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
法
義
を
開

顕
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
教
え
に
遇
う
こ
と

コしが
ι ；で
信上き
倍げた

忌号、
釈？を
段2示
やさ
『れ
高ミて
僧すお
和ゎり
讃i、
』そ

れ
はと

く
に
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

置
は
じ
め
て
の
収
録
聖
教

阿
弥
陀
仏
の
本
願
念
仏
の
教
え
を
説
か
れ
た

浄
土
三
部
経
お
よ
び
七
高
僧
の
著
作
は
こ
れ
ま

で
も
「
浄
土
真
宗
聖
典
』
（
原
典
版
・
註
釈
版
）
、

「
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
（
原
典
版

・
註
釈
版
）

に
収
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の

「
三
経
七
祖
篇
」
に
は
こ
れ
ま
で
の

「
浄
土
真

宗
聖
典
」
に
は
な
か
っ
た
聖
教
を
収
録
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
収
録
聖
教
を
み
て
み
ま
す
と
、

・
浄
土
三
部
経

か

ん

む

り

ょ

う

じ

ゅ

き

ょ

う

あ

み

だ

き

ょ

う

無
量
寿
経
・
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経

異
来t大t訳
会ぇ阿ぁ大
＼弥み経
荘~ ~官だ
厳：経？
経？平？

等f
覚T
経7
鉦 む

量；
寿；
如5

1 異
称？訳

讃i公
浄iド土

土2
経；

七
生5観2土ど論土易し、
百 i念f義ぎ註予行i;l法？ jヴ口二祖
1門i安土語？口口ん

楽T両L十与
望；往号集｝弥み－~
択？生~ . 7 陀戸一’

民ネL；観2 イムi ネL~
讃i 経？告げ~~
ム，＋疏k略？土；．
河又工 ・ Z人与圭ムろ

舟i法？塑iーん
手官；柔j往j
往t. ）争；生；

以
上
の
二
十
二
聖
教
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
う
ち
、
太
字
の
聖
教
は
本
願
寺
か
ら
刊
行

さ
れ
る
聖
典
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
の
収
録
と
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な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
異
訳
大
経
」
と
い
う
の
は
、

「
大
経
の
異
訳
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
「
異
訳
」

．． ト

3 



宗門長期振興計画の現状

裳
霊
＝
一
専
有
援
護
岩
崎
友
会
議
長
一
宇

夫

E
え
函
是
才
人
語
誇

望
書
奪
回
雲
南
中
主
吋
議
安

比
丘
一
伺
高
五
千
人
奇
浄
哲
一
種
類
奇

可
悪
漢
賢
者
椅
キ
費
者
萩
智
弘
d

賞
者

辱
首
都
弥
一
安
者
全
ム
安
ι右
肩
掛
議
司
費

者
晶
咋
本
穏
景
品
唱
不
送
費
者
逸
品
偽
荻
事

禁
者
憂
為
返
事
費
者
部
殺
害
者
f
賢
者

蒋
巽
造
業
費
者
令
制
弗
費
者
摩
叶
河
内
町

薬
品
堤
賢
者
専
有
一
理
事
賢
者
摩
若
返
持

及
賢
者
摩
詞
晶
判
寅
費
者
摩
討
拘
引
料
費

者
専
有
充
義
景
品
者
一
句
義
文
建
弗
賢
者

対
券
律
賢
者
券
投
費
者
脱
帽
昨
却
す
賞
者

渓
祇
景
品
唱
圭
是
賢
者
摩
曹
準
侃
賢
者

専
有
汲
種
平
兆
一
安
定
法
埼
圭
菅
者
挙
持

営
者
渇
楓
量
景
品
唱
茶
祖
判
費
者
属
幼
時
h
y

走
諸
比
立
僧
釜
来
多
数
千
億
万
人
毒

諸
苓
龍
何
一
準
渓
無
失
教
不
可
設
計
都

美
夫
含
必
喜
安
企
唱
も
狩
地
明
会
急
司
帆
品
会

主
え
函
有
九
色
元
数
千
百
要
先
色
甚

久
明
阿
晶
伴
酎
叶
え
え
核
抑
乳
業
品
初
出
小
頭
面

肴
済
0
4
町
長
琉
入
手
間
品
切
言
λ
平
岡
伶

高麗版大蔵経所収 『大阿弥陀経』

と
は
何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
ド
に
起

こ
っ
た
仏
教
の
教
え
は
、
経
典
と
と
も
に
広
く

伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
イ
ン
ド
よ
り
中
国
に
入

り
ま
す
と
、
経
典
は
イ
ン
ド
の
言
葉
か
ら
中
国

の
言
葉
に
翻
訳
さ
れ
ま
す
。
中
国
で
は
漢
字
を

は
拝
読
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
翻
訳
は
、

も
ち
い
て
翻
訳
さ
れ
、

こ
れ
を
今
日
の
私
た
ち

つ
の
経
典
に
対
し
て
一
度
だ
け
で
は
な
く
、
時

代
や
翻
訳
者
を
変
え
て
複
数
回
行
わ
れ
て
い
ま

十寿す
二経。
訳』浄

がは土
あ、三
つ古部
た来経
とーの
1F正ごー
え左ぞつ

ら JιCで
れぷあ
て」つり
い L ま
まぶす

てわ E
引 d…

しぺ量

か
し
、
今
日
で
は
『
無
量
寿
経
』
の
ほ
か
に
現

存
し
て
い
る
も
の
は
四
訳
で
す
0

・
そ
の
四
訳
を

「
異
訳
大
経
」
と
し
て
、

録
し
ま
す

内n句－

A合

を
み
ま
す子三
と経

七
願f祖
文i篇
ので
数は
な収

ど
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
無
量

寿
経
』
と
の
比
較
は
重
要
で
す
し
、
親
鷲
聖
人

自
身
が
異
訳
大
経
を
諸
処
に
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
そ
の
関
係
性
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。ま

た
、
同
じ
よ
う
に
異
訳
小
経
と
し
て
あ
げ

の 「しら
大空称；れ

う~i 讃；る
段f浄1の
が土止が
十仏三『
方主L 称
四 ~~i 讃
十文5浄
二経？土
仏」 J 経
とと』
ないで
っしミ

て、正

い？？式
る ~，＇..： に
ことは

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

そ
し
て
、
七
祖
で
は
じ
め
て
収
録
さ
れ
る
聖

教
と
し
て
は

「
略
論
安
楽
浄
土
義
』
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
著
者
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
議
論
が
あ

さり
れ
た定
と説
いを
わみ
れま
るせ
法守ん
扶tが

聖｝親
人店鷲
の聖
法人
語が
録編
で集

あ
る
『
西
方
指
南
抄
」
に
は

4 

「
『
往
生
論
の
註
』
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し曇どま
鷲：た

存Z大t『

覚？師し略
上kの論
人2著安
のん作楽

と浄
苫じし土z：三塁
真上汗等
要1らの
室長、｝れ文
』 J て造

にい也
もま」
引すと

用
さ
れ
る
な
ど
大
切
に
さ
れ
て
き
た
聖
教
で

す
。
以
上
が
②
「
新
た
に
異
訳
の
大
経
と
小
経
、

略
論
が
編
入
」
と
い
う
特
徴
で
す
。

3 

「三
経
七
祖
篇
」
の
本
文
の
特
徴

圃
こ
れ
ま
で
の
聖
典
の
本
文

当
研
究
所
〈
聖
典
編
纂
〉
で
こ
れ
ま
で
編
纂

し
て
き
た
『
原
典
版
聖
典
』
や
「
原
典
版
聖
典

（
七
祖
篇
）
」
は
、
「
註
釈
版
聖
典
』

や
「
現
代

語
版
聖
典
」
を
編
纂
す
る
た
め
の
「
基
礎
」
と

な
る
聖
典
で
す
。
で
す
か
ら
、
本
文
に
お
い
て

は
底
本
（
活
字
化
す
る
た
め
の
元
に
な
る
本
）
と

ほ
ん
こ
く

な
る
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
と
い
え
ま
す
。
例
え
ば
『
観
経
疏
』
な
ら
、

は
〈
ぷ
ん

原
文
は
漢
文
体
で
白
文
（
読
む
た
め
の
訓
点
が

な
い
状
態
）
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
漢
文
体

か
え
り
て
ん

で
活
字
化
し
、
必
要
最
小
限
と
な
る
返
点
の

み
を
付
し
て
き
ま
し
た
。



新たな始まり

圃
「
三
経
七
祖
篇
」
の
本
文
の
工
夫

今
回
の
「
三
経
七
祖
篇
」
で
は
、
こ
れ
ま
で

か
ん
が

の
聖
典
の
編
纂
方
針
を
鑑
み
て
、
本
文
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
通
り
底
本
に
忠
実
な
翻
刻
を
目

指
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
読
解
に
配
慮
し
た
さ

ほ
ど
こ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
施
し
ま
す
。
原
本
の
本
文
が

漢
文
で
あ
る
経
典
や
イ
ン
ド
・
中
国
撰
述
の
聖

教
に
は
、
返
点
や
送
り
仮
名
を
付
し
、
さ
ら
に

読
解
が
困
難
と
思
わ
れ
る
語
句
に
は
読
み
仮
名

に
つ
い
て
は
、

も
付
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
祖
師
方
の
聖
教

原
本
に
従
い
返
点
・
送
り
仮

文名
の
左手
三長
2条
れほ
たか
左さに
割Ii本

（
語
意
訓
読
み
）
も
翻
刻
し

ま
す
。
そ
し
て
、
『
註
釈
版

聖
典
（
七
祖
篇
）
』

の
よ
、
っ

に
、
句
読
点
を
付
し
、
書
物

名
に
は
＝＝『

』
（
二
重
括
弧
）

を
、
引
用
文
に
は
ーー寸

し一一

（
カ
ギ
括
弧
）
を
そ
れ
ぞ
れ

付
し
ま
す
。
と
く
に
書
物
名

に
つ
い
て
は
、

原
本
で
は

「
経
言
」
な
ど
と
名
称
を
出

親驚聖人750回大遠思

宗門長期振興計画

さ
れ
な
い
こ
と
や
異
称
を
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

ほ
ん

あ
る
た
め
「
（

O
O経
O
O品
）
」
な
ど
の
註
釈

を
入
れ
ま
す
。

4 

お
わ
り
に

リ
！
ズ
で
は
、

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
『
原
典
版
聖
典
』
シ

篇
」
の
特
徴
の
う
ち
、
と
く
に
収
録
聖
教
と
本

以
上
、
今
回
は

『
聖
典
全
書
』
「
三
経
七
祖

原
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る
こ
と

標］

0親鷺聖人750回大遠忌法要の修行

0現代社会に応える教学・伝道態勢の

構築とみ教えに生きる「人」の育成

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
『
聖
典
全

文
の
表
記
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
聖
典
と
比

較
し
た
上
で
み
て
き
ま
し
た
。
読
解
の
使
に
つ

書
』
で
は
、

こ
の
基
本
方
針
に
如
え
て
拝
読
と

い
て
の
工
夫
は
、
今
回
ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た

と
も
に
読
解
で
き
る
聖
典
と
い
う
こ
と
を
念
頭

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
機
会
を
あ
ら

に
お
い
て
翻
刻
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
の
で

た
め
て
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

す
。
こ
れ
が
④
「
読
解
の
使
を
重
視
（
テ
キ
ス

ト
性
の
保
持
こ
と
い
う
特
徴
で
す
。

［基本的な考え方（コンセブ卜）］

0『新たな始まり』

～明日の宗門の基盤作り～

［目

（
総
合
研
究
所
）

［重点項目］

①法要の修行

②記念行事等の推進

①協賛行事

④伝道態勢の整備

｜⑤時代に即応する教学の振興 ｜

①新たな門徒の誕生 （教線の拡充）

⑦国際伝道の推進

③寺院の活性化対策

①過疎 ー過密対策

⑮地域社会との斐流

⑪現代社会への貢献

⑫人材育成の新規対策

⑬既存の人材育成施策の強化

⑪宗務機能の点検と拡充

⑮境内地等の整備

． 
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